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レイバーネット日本 8 月例会 & ビアパーティ

Ｇ８の運動から見えてきたもの～「フェンス」も上映

潮目を変えるのはわたしたち

6月8日に起きた秋葉原事件は、現代日本において
衝撃的事件だった。その背景にあった残酷な派遣労
働システム。人間がモノのように扱われ、簡単にク
ビを切られ、代替はいくらでもいるといわれ、低賃
金で過酷な長時間労働をやらされる。その日々の中
で、絶望を感じて、徐々に壊れていってしまった加
藤容疑者。秋葉原事件は、壊れていくニッポンの象
徴のように見える。
最近、労働運動のなかで「潮目が変わった」という
言葉をよく聞く。追い詰められるばかりだった労働
者側からの反撃の動きが、おぼろげながら見えはじ
めているからだ。潮目を本当に変えられるのか、絶

望の時代がまだまだ続くのかは、私たち一人ひとり
の活動にかかっているのだろう。
レイバーネットは、今秋さまざまなイベントを通
して「ユニオンYes! 」を世の中に大胆に訴えてい
く。9月20日には「レイバー映画祭2008」、そして
10 月には、レイバーネットから生まれた映画「フ
ツーの仕事がしたい」の劇場公開が東京・横浜で行
われる。また、MediR講座・レイバーフェスタ（大阪
12/14・東京12/20）もある。今年の秋は、昨年の運
動を一回りも二回りも拡げた「大きな波」を起こそ
うではないか。絶望ではなく、希望に向けて走りだ
そう。（レイバーネット副代表・松原明）

今秋「ユニオンYes!」の大きな波を

洞爺湖のＧ８サミットは終わった。民衆側からは
「14％の国で世界を決めるな!」と反対運動や提言活
動が行われた。とくに目立ったのが、過剰警備・不
当逮捕・入国拒否などの異常な日本の人権後進国ぶ
りだった。8月の例会では、Ｇ８メディアネットワー
クの中心メンバーである白石草さんをゲストに、「G8
の運動から見えてきたもの」を一緒に考えたい。当
日上映する「フェンス」（ドイツ作品）は、07年のハ
イリゲンダムサミットの記録。なお、この例会はビ
アパーティを兼ねており、ざっくばらんな意見交換・
会員交流も行いたい。ぜひ、お気軽にご参加くださ
い。

とき　2008年 8月 17日 （日）　14時～17時　
ところ　高田馬場メディアール （MediR）
03-6382-9646
ゲスト　白石草

（G8 メディアネッ
トワーク）
参加費　実費（1
品もちより歓迎）
主催　
レイバーネット
日本

昨年に引き続き、ことしも9月に「レイバー映画祭
2008」を行う。メインの映画は「私たちは風の中に
立つ～韓国・東一紡織労組1972～2006」。この作品
は、韓国女性労働運動の感動的なドキュメンタリー
であるだけでなく、韓国大衆運動がもつ戦闘的エネ
ルギーの源流を描いている。首都圏では今回初めて
の上映である。このほか、話題の「蟹工船」や鉄道
民営化をテーマにした「今夜、列車は走る」「人らし
く生きよう」など、豪華ラインナップ。いまの世の
中、どうすればもっと良く生きられる?　こたえを見
つけるレイバー映画祭2008に集まろう。

プログラム紹介　

9月20日（土）全水道会館ホール（東京・水道橋）

レイバー映画祭 2008　

「蟹工船」「私たちは風の中に立つ」など豪華ラインナップ

＜第一部　時代をこえて＞
10.30　「蟹工船」　山村聡　1953年　109分
戦前の蟹工船は海のタコ部屋といわれた。全国か
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